
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともテキスト文を含むテキストデータと、当該テキストデータの識別情報とを対
応付けるとともに、当該テキスト文に関連した複数の関連情報と、当該複数の関連情報を
分類する項目と、当該テキスト文に対応するテキストデータの識別情報とを対応付けるデ
ータベースを検索する情報検索装置であって、
　前記項目のうち、検索の対象となり得る重み付け単語を含む項目を指定する項目指定情
報を記憶する第１の記憶手段と、
　前記項目指定情報によって指定された項目に分類される関連情報を前記データベースか
ら取得する関連情報取得手段と、
　前記重み付け単語によって指定された単語を前記テキストデータから抽出して前記テキ
ストデータに付加する重み付け単語付加手段と、
　前記テキストデータからテキスト文を抽出する本文抽出手段と、
　前記抽出されたテキスト文を複数の単語に分割して解析する形態素解析手段と、
　前記複数の単語の各々が前記テキスト文に出現する回数を計数する出現頻度計数手段と
、
　前記関連情報取得手段によって取得された関連情報と、前記単語と当該単語の出現回数
と、当該関連情報に対応する前記識別情報とを対応付けて記憶する第２の記憶手段と、
　前記項目指定情報によって指定された項目に則した検索条件を取得する検索条件取得手
段と、
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　前記第２の記憶手段に記憶された関連情報の中から、前記検索条件に該当する関連情報
を特定し、当該関連情報に対応する前記識別情報を特定する検索手段と、を具備する
　ことを特徴とする情報検索装置。
【請求項２】
　前記重み付け単語は、前記検索条件取得手段によって取得される検索条件となる検索語
である
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報検索装置。
【請求項３】
　ＣＰＵと記憶装置とを有し、少なくともテキスト文を含むテキストデータと、当該テキ
ストデータの識別情報とを対応付けるとともに、当該テキスト文に関連した複数の関連情
報と、当該複数の関連情報を分類する項目と、当該テキスト文に対応するテキストデータ
の識別情報とを対応付けるデータベースを検索する情報検索装置における情報検索方法で
あって、
　前記ＣＰＵが、前記項目のうち、検索の対象となり得る重み付け単語を含む項目を指定
する項目指定情報を前記記憶装置に記憶する第１の過程と、
　前記ＣＰＵが、前記項目指定情報によって指定された項目に分類される関連情報を前記
データベースから取得する第２の過程と、
　前記ＣＰＵが、前記重み付け単語によって指定された単語を前記テキストデータから抽
出して前記テキストデータに付加する第３の過程と、
　前記ＣＰＵが、前記テキストデータからテキスト文を抽出する第４の過程と、
　前記ＣＰＵが、前記抽出されたテキスト文を複数の単語に分割して解析する第５の過程
と、
　前記ＣＰＵが、前記複数の単語の各々が前記テキスト文に出現する回数を計数する第６
の過程と、
　前記ＣＰＵが、前記関連情報取得手段によって取得された関連情報と、前記単語と当該
単語の出現回数と、当該関連情報に対応する前記識別情報とを対応付けて前記記憶装置に
記憶する第７の過程と、
　前記ＣＰＵが、前記項目指定情報によって指定された項目に則した検索条件を取得する
第８の過程と、
　前記ＣＰＵが、前記記憶装置に記憶された関連情報の中から、前記検索条件に該当する
関連情報を特定し、当該関連情報に対応する前記識別情報を特定する第９の過程と、を備
える
　ことを特徴とする情報検索装置における情報検索方法。
【請求項４】
　少なくともテキスト文を含むテキストデータと、当該テキストデータの識別情報とを対
応付けるとともに、当該テキスト文に関連した複数の関連情報と、当該複数の関連情報を
分類する項目と、当該テキスト文に対応するテキストデータの識別情報とを対応付けるデ
ータベースを検索するコンピュータを、
　前記項目のうち、検索の対象となり得る重み付け単語を含む項目を指定する項目指定情
報を記憶する第１の記憶手段、
　前記項目指定情報によって指定された項目に分類される関連情報を前記データベースか
ら取得する関連情報取得手段、
　前記重み付け単語によって指定された単語を前記テキストデータから抽出して前記テキ
ストデータに付加する重み付け単語付加手段、
　前記テキストデータからテキスト文を抽出する本文抽出手段、
　前記抽出されたテキスト文を複数の単語に分割して解析する形態素解析手段、
　前記複数の単語の各々が前記テキスト文に出現する回数を計数する出現頻度計数手段、
　前記関連情報取得手段によって取得された関連情報と、前記単語と当該単語の出現回数
と、当該関連情報に対応する前記識別情報とを対応付けて記憶する第２の記憶手段、
　前記項目指定情報によって指定された項目に則した検索条件を取得する検索条件取得手
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段、および
　前記第２の記憶手段に記憶された関連情報の中から、前記検索条件に該当する関連情報
を特定し、当該関連情報に対応する前記識別情報を特定する検索手段、
　として機能させるためのプログラム。
【請求項５】
　少なくともテキスト文を含むテキストデータと、当該テキストデータの識別情報とを対
応付けるとともに、当該テキスト文に関連した複数の関連情報と、当該複数の関連情報を
分類する項目と、当該テキスト文に対応するテキストデータの識別情報とを対応付けるデ
ータベースを検索するコンピュータを、
　前記項目のうち、検索の対象となり得る重み付け単語を含む項目を指定する項目指定情
報を記憶する第１の記憶手段、
　前記項目指定情報によって指定された項目に分類される関連情報を前記データベースか
ら取得する関連情報取得手段、
　前記重み付け単語によって指定された単語を前記テキストデータから抽出して前記テキ
ストデータに付加する重み付け単語付加手段、
　前記テキストデータからテキスト文を抽出する本文抽出手段、
　前記抽出されたテキスト文を複数の単語に分割して解析する形態素解析手段、
　前記複数の単語の各々が前記テキスト文に出現する回数を計数する出現頻度計数手段、
　前記関連情報取得手段によって取得された関連情報と、前記単語と当該単語の出現回数
と、当該関連情報に対応する前記識別情報とを対応付けて記憶する第２の記憶手段と、
　前記項目指定情報によって指定された項目に則した検索条件を取得する検索条件取得手
段、および
　前記第２の記憶手段に記憶された関連情報の中から、前記検索条件に該当する関連情報
を特定し、当該関連情報に対応する前記識別情報を特定する検索手段
　として機能させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、データベースの情報を検索する情報検索装置、情報検索方法、プログラムおよ
び記録媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
企業などでは、例えばＬＡＮ（ Local Area Network）などのコンピュータネットワーク（
以下、単に「ネットワーク」と称する）が構成され、このネットワーク内における各種デ
ータの共有により、作業効率の向上化が図られている。具体的には、ネットワークを形成
するいずれかのコンピュータにグループウェアやコラボレートウェアなどと呼ばれるソフ
トウェア（以下、「グループウェア」と称する）が導入されることで、このコンピュータ
（以下、「グループウェアサーバ」と称する）が保持する各種データ（例えば、共有文書
や各ユーザのスケジュールなど）に対してネットワークに接続された各コンピュータ（以
下、「クライアント端末」と称する）からアクセス可能になる。
【０００３】
また、グループウェアには、クライアント端末からの要求に応じて、蓄積された文書デー
タから該当する文書データを検索する機能が備えられている。これにより、ユーザは、ク
ライアント端末を用いてグループウェアサーバが管理する大量の文書データから所望の文
書データを見つけることが容易となる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、グループウェアサーバが文書データを検索する時には、全ての文書データ
を対象に検索処理を実行するのが一般的であり、文書データの数や各文書データの容量に
比例して検索時間も長くなるといった問題がある。特に、顧客からの問い合わせに対応す
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るコールセンターでは、グループウェアサーバが顧客からの問い合わせに応じた文書デー
タを素早く検索して取り出す必要があるため、この問題は、より深刻化する。
【０００５】
本発明は、上述した事情を鑑みてなされたものであり、データベースに蓄積されている情
報のうち、検索条件に該当する情報を特定するに要する時間を短縮することが可能な情報
検索装置、情報検索方法、プログラムおよび記録媒体を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明は、少なくともテキスト文を含むテキストデータと
、当該テキストデータの識別情報とを対応付けるとともに、当該テキスト文に関連した複
数の関連情報と、当該複数の関連情報を分類する項目と、当該テキスト文に対応するテキ
ストデータの識別情報とを対応付けるデータベースを検索する情報検索装置であって、前
記項目のうち、検索の対象となり得る重み付け単語を含む項目を指定する項目指定情報を
記憶する第１の記憶手段と、前記項目指定情報によって指定された項目に分類される関連
情報を前記データベースから取得する関連情報取得手段と、前記重み付け単語によって指
定された単語を前記テキストデータから抽出して前記テキストデータの付加する重み付け
単語付加手段と、前記テキストデータからテキスト文を抽出する本文抽出手段と、前記抽
出されたテキスト文を複数の単語に分割して解析する形態素解析手段と、前記複数の単語
の各々が前記テキスト文に出現する回数を計数する出現頻度計数手段と、前記関連情報取
得手段によって取得された関連情報と、前記単語と当該単語の出現回数と、当該関連情報
に対応する前記識別情報とを対応付けて記憶する第２の記憶手段と、前記項目指定情報に
よって指定された項目に則した検索条件を取得する検索条件取得手段と、前記第２の記憶
手段に記憶された関連情報の中から、前記検索条件に該当する関連情報を特定し、当該関
連情報に対応する前記識別情報を特定する検索手段と、を備える情報検索装置を提供する
。
【０００７】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、ＣＰＵと記憶装置とを有し、少なくとも
テキスト文を含むテキストデータと、当該テキストデータの識別情報とを対応付けるとと
もに、当該テキスト文に関連した複数の関連情報と、当該複数の関連情報を分類する項目
と、当該テキスト文に対応するテキストデータの識別情報とを対応付けるデータベースを
検索する情報検索装置における情報検索方法であって、前記ＣＰＵが、前記項目のうち、
検索の対象となり得る重み付け単語を含む項目を指定する項目指定情報を前記記憶装置に
記憶する第１の過程と、前記ＣＰＵが、前記項目指定情報によって指定された項目に分類
される関連情報を前記データベースから取得する第２の過程と、前記ＣＰＵが、前記重み
付け単語によって指定された単語を前記テキストデータから抽出して前記テキストデータ
に付加する第３の過程と、前記ＣＰＵが、前記テキストデータからテキスト文を抽出する
第４の過程と、前記ＣＰＵが、前記抽出されたテキスト文を複数の単語に分割して解析す
る第５の過程と、前記ＣＰＵが、前記複数の単語の各々が前記テキスト文に出現する回数
を計数する第６の過程と、前記ＣＰＵが、前記関連情報取得手段によって取得された関連
情報と、前記単語と当該単語の出現回数と、当該関連情報に対応する前記識別情報とを対
応付けて前記記憶装置に記憶する第７の過程と、前記ＣＰＵが、前記項目指定情報によっ
て指定された項目に則した検索条件を取得する第８の過程と、前記ＣＰＵが、前記記憶装
置に記憶された関連情報の中から、前記検索条件に該当する関連情報を特定し、当該関連
情報に対応する前記識別情報を特定する第９の過程と、を備える情報検索装置における情
報検索方法を提供する。
【０００８】
上述した情報検索装置および情報検索方法によれば、データベースに記憶されている複数
の項目から検索の対象となり得る項目だけが予め抽出され、そして、その抽出された項目
に対して検索が行われる。従って、本発明によれば、該当する文書データを特定するに要
する時間が、データベースの全ての項目に対して検索が実行されるときに比べて早くなる
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。また、利用者は、項目指定情報が指定する項目を変更するだけで、検索の対象とする項
目を変更することができる。
【０００９】
　ここで、上記情報検索装置において、前記テキストデータからテキスト文を抽出する本
文抽出手段と、前記抽出されたテキスト文を複数の単語に分割 形態素解析手
段と、前記複数の単語の各々が前記テキスト文に出現する回数を計数する出現頻度計数手
段とを備え、前記第２の記憶手段は、前記単語と当該単語の とを、前記テキスト
文に対応するテキストデータの識別情報と対応付けて記憶する構成が望ましい。この構成
によれば、検索条件として単語が取得された場合に、当該単語を多く含む順にテキストデ
ータの識別情報を特定するといったことが行える。
【００１０】
　また、上記目的を達成するために、本発明は、少なくともテキスト文を含むテキストデ
ータと、当該テキストデータの識別情報とを対応付けるとともに、当該テキスト文に関連
した複数の関連情報と、当該複数の関連情報を分類する項目と、当該テキスト文に対応す
るテキストデータの識別情報とを対応付けるデータベースを検索するコンピュータを、前
記項目のうち、検索の対象となり得る重み付け単語を含む項目を指定する項目指定情報を
記憶する第１の記憶手段、前記項目指定情報によって指定された項目に分類される関連情
報を前記データベースから取得する関連情報取得手段、前記重み付け単語によって指定さ
れた単語を前記テキストデータから抽出して前記テキストデータの付加する重み付け単語
付加手段、前記テキストデータからテキスト文を抽出する本文抽出手段、前記抽出された
テキスト文を複数の単語に分割して解析する形態素解析手段、前記複数の単語の各々が前
記テキスト文に出現する回数を計数する出現頻度計数手段、前記関連情報取得手段によっ
て取得された関連情報と、前記単語と当該単語の出現回数と、当該関連情報に対応する前
記識別情報とを対応付けて記憶する第２の記憶手段と、前記項目指定情報によって指定さ
れた項目に則した検索条件を取得する検索条件取得手段、および前記第２の記憶手段に記
憶された関連情報の中から、前記検索条件に該当する関連情報を特定し、当該関連情報に
対応する前記識別情報を特定する検索手段として機能させるためのプログラムを記録した
コンピュータ読み取り可能な記録媒体に記憶されていても良いことは勿論である。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
【００１２】
図１は、本発明の実施形態に係る情報検索システムの構成を示す図である。この図におい
て、グループウェアサーバ２０は、例えば磁気ディスクなどの記憶装置に格納されたグル
ープウェアデータベース２０ａを備えている。このグループウェアデータベース２０ａに
は、ネットワーク２を介して接続された多数のクライアント端末３０の間で共有される文
書データが蓄積されている。ここで、文書データとは、テキスト文が含まれるデータのこ
とである。また、グループウェアサーバ２０は、共有される文書データが蓄積されたデー
タベース（すなわち、上述したグループウェアデータベース２０ａ）の他にも、実際には
、例えば利用者毎の電子メールデータが蓄積されたデータベースや、利用者毎のスケジュ
ールデータが蓄積されたデータベースといった多種のデータベースを備えている。
【００１３】
さて、図１において、情報検索装置１０は、パーソナルコンピュータなどから構成されて
おり、ネットワーク２を介してクライアント端末３０からの文書データの検索要求を取得
し、この検索要求に該当する文書データの候補を当該クライアント端末３０に送信するも
のである。さらに説明すると、情報検索装置１０は、例えば磁気ディスクなどの記憶装置
を備え、この記憶装置には、検索用データベース１０ａが格納されている。情報検索装置
１０は、グループウェアデータベース２０ａに蓄積されている各文書データに関連する情
報を検索用データベース１０ａに蓄積し、クライアント端末３０から検索要求を取得した
ときに、この検索用データベース１０ａに蓄積された情報を検索するようになっている。
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【００１４】
図２は、本実施形態に係る情報検索装置１０の構成を示す機能ブロック図である。同図に
おいて、設定ファイル解析部１００は、設定ファイル２００に示される指示に従って、文
書データに関連する情報のうち、検索用データベース１０ａに蓄積すべき情報（以下、「
検索用情報」という）を特定し、データ収集部１０２に出力する。ここで、設定ファイル
２００は、例えばグループウェアサーバ２０の管理者などによって作成されるデータファ
イルであり、その構成を図３に示す。同図に示すように、設定ファイル２００には、取得
項目、重み付け単語、格納先アドレスおよび格納元アドレスの各々が指定されている。
【００１５】
　取得項目は、グループウェアサーバ２０が管理するデータ項目のうち、どの項目を取得
するかを指定するものである。詳述すると、グループウェアサーバ２０は、文書データに
関連する関連情報をデータ項目ごとに分けて記録されたグループウェアファイル２２を、
文書データごとに備えている。図４は、このグループウェアファイルの一例を示す図であ
る。この図において、文字列「 ITEM_NAME」は、データ項目を示すものであり、この文字
列「 ITEM_NAME」と等号（＝）にて結ばれた文字列がデータ項目名を示す。例えば、「 ITE
M_NAME=Classification」である場合、データ項目名は、「分類（ Classification）」と
なる。また、データ項目名（すなわち、文字列「 ITEM_NAME」）の次行がデータ項目名に
対応する文書データの関連情報である。具体的には、例えば、文字列「 ITEM_NAME=Classi
fication」の次行に記載された文字列「 TYPE_TEXT=テクニカルノート」は、データ項目名
「分類」 対応する文書データの関連情報が「テクニカルノート」であることを示してい
る。そこで、取得項目は、グループウェアファイル２２に含まれるデータ項目名（文字列
「 ITEM_NAME」によって示されるデータ項目名）のうち、取得すべきデータ項目名を指定
する。なお、図示を省略するが、このグループウェアファイル２２には、当該グループウ
ェアファイル２２が、どの文書データに対応しているかも示されている。
【００１６】
　また、設定ファイル２００における重み付け単語は、検索語として頻繁に用いられる単
語を指定するためのものである。格納元アドレスは、検索対象となるデータベースが格納
されているアドレスを示すものである。詳述すると、グループウェアサーバ２０は、上述
したように、多数のデータベースを備えるのが一般的であり、このため、どのデータベー
スを検索対象とするかが特定される必要がある。そこで、アドレスを指定することにより
、検索対象となるデータベースを特定するのである。また、格納先アドレスは、上述した
格納元アドレスによって特定されるデータベース内の各データから検索用情報に従って抽
出した情報を検索用データベース１０ａに格納するときのアドレスを示すものである。こ
のように、検索対象となるデータベースごとに、異なる格納先アドレスが指定されること
で、検索対象となるデータベースごとに抽出した 情報を検索用データベース１０ａ
に格納することができるようになっている。
【００１７】
さて、図２において、データ収集部１０２は、設定ファイル解析部１００からの検索用情
報によって示される取得項目をグループウェアサーバ２０からネットワーク２を介して受
け取り、次の処理を行うものである。すなわち、データ収集部１０２は、文書データおよ
びグループウェアファイル２２から取得した各項目のうち、文書データにおける本文部分
に対応するものから本文データファイル２０２を生成するとともに、本文部分以外のもの
から情報データファイル２０４を生成し、各々をインデキシング部１０４に出力する。図
５に示すように、本文データファイル２０２には、重み付け単語によって指定された単語
（図示例では、「インターフェースデバイスＹＹＹ」など）が本文データの末尾に付加さ
れる（詳細については、後述）。また、図６に示すように、情報データファイル２０４に
含まれる情報は、例えば、文書データに付されたタイトル（ TITLE）や、グループウェア
データベース２０ａにおける文書データの格納元アドレス（ URL： Uniform Resource Loca
tor）などである。なお、データ収集部１０２がグループウェアサーバ２０から文書デー
タを取得する機能は、グループウェアの製造元が提供するＡＰＩ（ Application Program 
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Interface）によって実現されている。
【００１８】
インデキシング部１０４は、データ収集部１０２から受け取った本文データファイル２０
２に対して形態素解析を行った後に、インデキシング（目次化）を実行し、この実行結果
を、インデックスファイル２０６に登録するものであり、コンピュータにおけるＣＰＵに
相当する。インデックスファイル２０６は、検索用データベース１０ａに格納されている
ものであり、インデックスファイル２０６には、ページテーブル２０６ａ、キーワードテ
ーブル２０６ｃおよび単語テーブル２０６ｂが含まれている（図７参照）。なお、各デー
タテーブルについては、後述する。
【００１９】
ここで、インデキシング部１０４が実行する形態素解析とは、漢字仮名交じりで記載され
た日本語の文を単語（形態素）に分解し、各単語の読み仮名や品詞などを特定することで
ある。形態素解析用辞書１０６は、インデキシング部１０４における形態素解析に用いら
れる辞書であり、様々な単語を収録している。さらに説明すると、インデキシング部１０
４は、解析対象となる文の続きの部分と最も長く一致する単語を形態素解析用辞書１０６
から抽出するといったことを繰り返して文を単語（形態素）に分解する。なお、単語同士
が空白で区切られる言語（例えば英語）にて本文データファイルの本文が記載されている
場合には、形態素解析が必要ないことは勿論である。
【００２０】
図８は、上述したページテーブルの一例を示す図である。このページテーブル２０６ａは
、各文書データの概要を示す情報を管理するためのものである。このページテーブル２０
６ａの１つのレコードには、文書識別情報と、サーバ識別情報と、格納元アドレスと、最
終更新日時情報と、題名情報と、本文情報と、分類情報と、総単語数情報と、ソフト別文
書識別情報と、参照レベル情報との各々が含まれている。
【００２１】
ここで、文書識別情報は、グループウェアデータベース２０ａから取得した文書データご
とに、情報検索装置１０が固有に割り当てる識別情報である。サーバ識別情報は、その文
書データの取得元であるグループウェアサーバ２０を特定する情報であり、本実施形態に
あっては、図８に示すように、情報検索装置１０がサーバごとに固有に割り当てた番号に
よって示される。格納元アドレスは、グループウェアデータベース２０ａにおける文書デ
ータの格納アドレスを示すものであり、図８に示すように、ＵＲＬによって指定されてい
る。最終更新日時情報は、情報検索装置１０が文書データの情報を更新した最終日時を示
す情報である。題名情報は、その文書データの題名（ TITLE）を示す情報であり、例えば
２５６バイトといった所定バイト数の文字列によって示される。本文情報は、その文書デ
ータの本文の先頭から所定文字数（例えば２５６バイト）分の文を示すものである。
【００２２】
また、分類情報は、文書データの文書の分類を示す情報である。より具体的には、例えば
、文書データがコールセンター内のネットワークで共有されるものである場合、分類情報
には、その文書データが製品のテクニカルサポート用文書なのか、製品のマニュアルなの
かといったことを示す情報が記録される。総単語情報は、文書データの本文における総単
語数を示すものである。ソフト別文書識別情報は、グループウェアサーバ２０が文書デー
タに割り当てた固有の識別情報を示すものである。参照レベル情報は、その文書データの
閲覧がネットワークに接続された各クライアント端末に限定されているか、または、ネッ
トワーク外の端末にも許可されているかといった情報を示すものである。ここで、サーバ
識別情報と、ソフト別文書識別情報とがページテーブル２０６ａに含まれているのは、多
数のサーバに同一のグループウェアが導入されている場合に、各々のサーバが同一の識別
情報を文書データに割り当てたときでも、どのサーバのどの文書データなのかを一意に特
定できるようにするためである。
【００２３】
次いで、図９は、上述した単語テーブルの一例を示す図である。この単語テーブル２０６
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ｂは、各文書データの本文に含まれる単語を管理するためのものである。より具体的には
、図９に示すように、単語テーブル２０６ｂの１つのレコードには、単語と、情報検索装
置１０が単語ごとに固有に割り当てられる単語識別情報と、グループウェアデータベース
２０ａに蓄積されている全文書データのうち、この単語を本文に含む文書データの数を示
す単語使用文書数とが含まれている。ここで、単語使用文書数は、インデキシング部１０
４が文書データの本文データファイル２０２に対して形態素解析を行った結果に従って算
出されるものである。具体的には、インデキシング部１０４は、１つの本文データファイ
ル２０２に形態素解析を行って本文を単語（形態素）に分解した後に、各々の単語ごとに
固有の識別情報を割り当てて、単語テーブル２０６ｂに登録する。そして、インデキシン
グ部１０４は、登録した単語識別情報に対応する単語使用文書数の値を「１」だけインク
リメントする。係る処理がグループウェアデータベース２０ａに蓄積されている全ての文
書データについて行われた結果、単語ごとの単語使用文書数が得られる。
【００２４】
また、図１０は、上述したキーワードテーブルの一例を示す図である。このキーワードテ
ーブル２０６ｃは、各文書データの本文に含まれる単語ごとに、１つの単語が何回出現し
ているかなどを管理するためのものである。具体的には、図１０に示すように、キーワー
ドテーブル２０６ｃの１つのレコードには、上述した単語テーブル２０６ｂに含まれる単
語識別情報と、上述したページテーブル２０６ａに含まれる文書識別情報と、出現回数と
、重要度とが含まれている。出現回数は、単語が、文書識別情報によって特定される文書
データの本文内に何回出現するかを示すものであり、インデキシング部１０４が行う形態
素解析により得られる。さらに説明すると、インデキシング部１０４は、文書データの本
文データファイル２０２の本文を単語（形態素）に分解した後に、その本文内に、単語識
別情報によって示される単語が幾つ含まれるかを計数することにより、出現頻度を算出す
る。重要度は、全文書データの本文における単語の頻出度を示すものであり、次の式を用
いてインデキシング部１０４により算出される。
（重要度）＝Ｓ×ｌｏｇ (Ｎ／ｎ )
ここで、Ｓは、出現回数、Ｎは、グループウェアデータベース２０ａに蓄積されている文
書データの数、ｎは、上述した単語使用文書数である。この式によって示されるように、
本文に同じ単語が含まれる文書データが多くなる程、その単語の重要度が小さくなり、ま
た、１つの文書データの本文に同じ単語が頻繁に出現する程、その単語の重要度が高くな
る。ここで、上述したように、文書データの本文データファイル２０２の末尾には、デー
タ収集部１０２により重み付け単語が付与されているため、この重み付け単語の重要度は
、相対的に高くなるのである。特に、文書データの題目（ TITLE）には、その文書データ
の本文の内容を顕著に反映した単語が含まれることが多いため、この題目を本文データフ
ァイル２０２に重み付けするようにしても良い。
【００２５】
図２において、検索要求取得応答部１０８は、ネットワーク２を介してクライアント端末
３０から検索要求を受け取り、検索部１１０に出力する。この検索要求取得応答部１０８
は、コンピュータにおけるネットワークインターフェースデバイスに相当する。また、検
索部１１０は、検索要求取得応答部１０８からの検索要求に応じて検索用データベース１
０ａに格納されているインデックスファイル２０６を検索し、検索結果を、検索要求取得
応答部１０８に出力する。検索要求取得応答部１０８は、検索部１１０から検索結果を受
け取ると、この検索結果をネットワーク２を介してクライアント端末３０に送信する。
【００２６】
次いで、本実施形態に係る情報検索装置１０の動作について説明する。
ここで、以下に説明する各処理手順を規定するプログラムは、情報検索装置１０が備える
ＲＯＭや磁気ディスクなどの記録媒体に格納されている。なお、このプログラムは、例え
ば、光ディスクや光磁気ディスク、磁気ディスクなどの可搬型の記録媒体に記録されたも
のが情報検索装置１０にインストールされたものでも良く、また、ネットワーク２を介し
て当該情報検索装置１０にインストールされたものであっても良い。
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【００２７】
さて、情報検索装置１０は、グループウェアデータベース２０ａに蓄積されている各文書
データの情報を示すインデックスファイル２０６に登録するための登録処理を実行する。
具体的には、図１１に示すように、先ず、設定ファイル解析部１００が設定ファイル２０
０を読み出して、設定ファイル２００によって指示される取得項目、重み付け単語、格納
元アドレスおよび格納先アドレスを特定し、これらの特定した情報を検索用情報としてデ
ータ収集部１０２に出力する（ステップＳａ１）。
【００２８】
次に、データ収集部１０２は、設定ファイル解析部１００からの検索用情報によって示さ
れる取得項目をグループウェアサーバ２０からネットワーク２を介して受け取り、本文デ
ータファイル２０２（図５参照）および情報データファイル２０４（図６参照）を生成し
、各々をインデキシング部１０４に出力する（ステップＳａ２）。
【００２９】
そして、インデキシング部１０４は、データ収集部１０２から受け取った本文データファ
イル２０２に対して形態素解析を行った後に、インデキシングを実行し、この実行結果を
、３つのデータテーブルを含むインデックスファイル２０６に登録する。（ステップＳａ
３）。これにより、１つの文書データに関する情報がインデックスファイル２０６に登録
されることとなる。次いで、データ収集部１０２は、グループウェアデータベース２０ａ
内に処理されてない文書データがあるかを判別し（ステップＳａ４）、この判別結果がＹ
ＥＳであれば、残りの文書データの情報をインデックスファイル２０６に登録すべく、処
理手順をステップＳａ２に戻す。一方、ステップＳａ４における判別結果がＮＯであれば
、データ収集部１０２は、処理を終了する。これにより、グループウェアデータベース２
０ａに蓄積されている全ての文書データの情報がインデックスファイル２０６に登録され
ることとなる。
【００３０】
ところで、グループウェアデータベース２０ａに蓄積されている文書データに対して、追
加または削除が行われたり、また、１つの文書データに対して編集が行われたりといった
編集処理が頻繁に行われる。そこで、情報検索装置１０は、インデックスファイル２０６
に登録されている情報とグループウェアデータベース２０ａ内の各文書データの整合性が
崩れないように、次のインデックスファイル修正処理を一定時間ごとに行っている。
【００３１】
すなわち、図１２に示すように、先ず、データ収集部１０２は、設定ファイル解析部１０
０からの検索用情報によって示される取得項目をグループウェアサーバ２０からネットワ
ーク２を介して受け取り、本文データファイル２０２および情報データファイル２０４を
生成し、各々をインデキシング部１０４に出力する（ステップＳｂ１）。インデキシング
部１０４は、本文データファイル２０２、情報データファイル２０４およびインデックス
ファイル２０６に登録されている情報から、文書データが、▲１▼追加されたものである
か、▲２▼修正されたものであるか、▲３▼編集が加えられていないものか、を判別する
（ステップＳｂ２）。
【００３２】
より具体的には、インデキシング部１０４は、情報データファイル２０４に含まれている
サーバ識別情報およびソフト別文書識別情報に該当するものがインデックスファイル２０
６のページテーブル２０６ａに登録されていなければ、この文書データが追加されたもの
であると判別する。一方、情報データファイル２０４に含まれているサーバ識別情報およ
びソフト別文書識別情報に該当するものが、インデックスファイル２０６のページテーブ
ル２０６ａに既に登録されているものの、最終更新日時情報が情報データファイル２０４
とインデックスファイル２０６との間で異なる場合には、インデキシング部１０４は、こ
の文書データが修正されたと判別する。さらにまた、サーバ識別情報、ソフト別文書識別
情報および最終更新日時情報の各々がいずれも情報データファイル２０４とインデックス
ファイル２０６との間で同じであれば、インデキシング部１０４は、この文書データに対
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して何ら編集処理が成されていないと判別する。
【００３３】
さて、ステップＳｂ２における判別結果が、▲１▼追加されたものである、と判別された
場合には、インデキシング部１０４は、上述した登録処理におけるステップＳａ３と同様
の処理を実行し、この文書データの情報をインデックスファイル２０６に登録する（ステ
ップＳｂ３）。次いで、データ収集部１０２は、グループウェアデータベース２０ａ内に
処理されていない文書データがあるかを判別し（ステップＳｂ４）、この判別結果がＹＥ
Ｓであれば、残りの文書データを処理すべく、処理手順をステップＳｂ１に戻す。これに
より、グループウェアデータベース２０ａに追加された文書データの情報がインデックス
ファイル２０６に新たに登録されることとなる。
【００３４】
一方、ステップＳｂ２の判別において、▲２▼修正されたものである、と判別された場合
には、インデキシング部１０４は、この文書データに対応するインデックスファイル２０
６の情報を一旦削除した後に、この文書データに対応する情報を新たに生成し、インデッ
クスファイル２０６に登録する。より具体的には、インデキシング部１０４は、先ず、こ
の文書データに対応する文書識別情報（図８参照）を特定し（ステップＳｂ５）、インデ
ックスファイル２０６に含まれるページテーブル２０６ａ、単語テーブル２０６ｂ、キー
ワードテーブル２０６ｃの各々のテーブルから、特定した文書識別情報に関する情報を一
括して削除する（ステップＳｂ６）。次いで、インデキシング部１０４は、この文書デー
タに対応する情報を上述したインデキシング処理により生成し、インデックスファイル２
０６に登録する（ステップＳｂ７）。次いで、データ収集部１０２は、グループウェアデ
ータベース２０ａ内に処理されていない文書データがあるかを判別し（ステップＳｂ４）
、この判別結果がＹＥＳであれば、残りの文書データを処理すべく、処理手順をステップ
Ｓｂ１に戻す。これにより、文書データに対して行われた修正がインデックスファイル２
０６に反映されることとなる。また、ステップＳｂ２における判別結果が、▲３▼編集が
加えられていないものであると判別された場合にも、インデキシング部１０４は、処理ス
テップをステップＳｂ４に進める。
【００３５】
次いで、ステップＳｂ４における判別結果がＮＯであれば、グループウェアデータベース
２０ａ内の全ての文書データに対して処理が実行されたこととなる。従って、上述した一
連の処理の間、インデックスファイル２０６（ページテーブル２０６ａ）において、一度
も参照されなかった文書識別情報に対応する文書データは、グループウェアデータベース
２０ａ内に存在しないこととなる。従って、インデキシング部１０４は、インデックスフ
ァイル２０６のページテーブル２０６ａから、参照されなかった文書識別情報を全て抽出
し（ステップＳｂ８）、抽出した文書識別情報に対応する各情報を、インデックスファイ
ル２０６に含まれる全てのテーブルから削除して（ステップＳｂ９）、処理を終了する。
これにより、グループウェアデータベース２０ａから削除された文書データに対応する情
報がインデックスファイル２０６から削除されることとなる。また、文書データが削除さ
れた場合、その文書識別情報に対応する情報をインデックスファイル２０６から削除する
だけでよいため、インデックスファイル２０６の修正に要する時間が短縮される。
【００３６】
このように、インデックスファイル２０６には、グループウェアデータベース２０ａに蓄
積されている各文書データの情報が登録され、文書データに対して、追加や削除、修正と
いった編集処理が行われたとしても、上述したインデックスファイル修正処理が一定時間
ごとに繰り返し行われることで、その編集処理に応じて変更された情報がインデックスフ
ァイル２０６に即座に反映される。
【００３７】
さて、情報検索装置１０の検索要求取得応答部１０８は、クライアント端末３０からネッ
トワーク２を介して検索要求を受け取ると、この検索要求を検索部１１０に出力する。検
索部１１０は、受け取った検索要求に従ってインデックスファイル２０６を検索し、該当
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する文書データの情報を抽出する。より具体的には、検索要求には、検索語として、検索
用の単語、または、設定ファイル２００によって指定されたデータ項目が含まれている。
例えば、検索要求に単語が検索語として含まれている場合、検索部１１０は、キーワード
テーブル２０６ｃを参照し、その単語（詳細には、単語識別情報）の重要度が最も大きい
順に文書識別情報を抽出する。そして、検索部１１０は、重要度の上位から所定の数（例
えば２０など）だけの文書識別情報に対応する題名情報、本文情報および格納元アドレス
（ＵＲＬ）などをページテーブル２０６ａから抽出し、検索要求取得応答部１０８を介し
てクライアント端末３０に送信する。これにより、クライアント端末３０に検索語に対応
した文書データの候補が送信されることとなる。また、検索語として、例えば最終編集日
時が検索要求に含まれていた場合には、検索部１１０は、ページテーブル２０６ａの各レ
コードを検索し、該当する文書識別情報に対応する題名情報、本文情報および格納元アド
レス（ＵＲＬ）を検索要求取得応答部１０８を介してクライアント端末３０に送信する。
なお、検索要求には、検索語として、単語およびデータ項目の各々が含まれていても良い
ことは勿論である。
【００３８】
このように、本実施形態によれば、グループウェアデータベース２０ａに蓄積されている
文書データごとに、検索条件となり得る情報だけがインデックスファイル２０６に予め登
録されている。情報検索装置１０は、検索要求を受けた場合には、このインデックスファ
イル２０６を検索すれば良く、インデックスファイル２０６のデータ量は、グループウェ
アデータベース２０ａに蓄積されている文書データのデータ量よりも小さいため、グルー
プウェアデータベース２０ａの各文書データを対象として検索するよりも、速く検索が行
える。さらに、利用者などが設定ファイル２００によって指定する取得項目を変更すれば
、インデックスファイル２０６に登録されるデータ項目を変更することができるため、検
索の用途に合わせてインデックスファイル２０６を構成しておくことができる。
また、本実施形態にて説明した情報検索装置１０は、複数のグループウェア間で汎用的に
用いられ得るものである。さらに詳述すると、グループウェア毎に設定ファイル２００に
記述する取得項目を変更するだけで、グループウェア毎にインデックスファイル２０６が
構築されることになる。また、このような構成により、グループウェア毎にインデックス
ファイル２０６を構築すべく設定ファイル２００を変更したとしても、変更された設定フ
ァイル２００に対応させて情報検索装置１０を動作させるべく、本実施形態に係る情報検
索のためのプログラムを再度コンパイルする必要がない。
【００３９】
＜変形例＞
上述した実施形態は、あくまでも例示であって、本発明の一態様を示すものであり、本発
明の範囲内で任意に変形可能である。そこで、以下に、各種の変形例について説明する。
【００４０】
例えば、上述した実施形態では、ネットワーク２にグループウェアサーバ２０が１つだけ
接続される構成について例示したが、これに限らず、グループウェアサーバ２０が複数接
続される構成であっても良い。さらに、夫々のグループウェアサーバ２０には、互いに異
なるグループウェアが導入されていても良い。さらに詳述すると、互いに異なる複数のグ
ループウェアサーバの各々のデータベースを統括的に検索することは、グループウェア毎
にデータの管理形式（例えばデータ項目の数や名前など）が異なるため、一般的に困難で
ある。これに対して、本変形例は、検索対象となり得るデータ項目の情報だけをインデッ
クスファイル２０６のページテーブル２０６ａに登録する構成となっている。従って、情
報検索装置１０がページテーブル２０６ａを検索することは、複数のグループウェアサー
バの各々のデータベースを検索することと同等なことであり、これにより、複数のグルー
プウェアサーバの各々のデータベースの検索が実現される。
【００４１】
また、例えば、インデキシング部１０４は、本文データファイル２０２に対して形態素解
析を行う際に、例えば「ＰＣ」、「パーソナルコンピュータ」、「パソコン」といった、
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互いに同一のものを指す単語を一つの単語として扱っても良い。これにより、例えば、検
索語として「パソコン」が検索要求に含まれていた場合でも、「ＰＣ」や「パーソナルコ
ンピュータ」といった単語を含む文書データも該当する文書データとして抽出され、検索
の精度が向上する。
【００４２】
【発明の効果】
本発明によれば、データベースに蓄積されている情報のうち、検索条件に該当する情報を
特定するに要する時間を短縮することが可能な情報検索装置、情報検索方法、プログラム
および記録媒体が提供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態に係る情報検索システムの構成を示すブロック図である。
【図２】　情報検索装置の機能的構成を示すブロック図である。
【図３】　同設定ファイルの一例を示す図である。
【図４】　同グループウェアファイルの一例を示す図である。
【図５】　同本文データファイルの一例を示す図である。
【図６】　同情報データファイルの一例を示す図である。
【図７】　同インデックスファイルのデータ構成を示す概念図である。
【図８】　同ページテーブルの一例を示す図である。
【図９】　同単語テーブルの一例を示す図である。
【図１０】　同キーワードテーブルの一例を示す図である。
【図１１】　情報検索装置によって実行される登録処理の手順を示すフローチャートであ
る。
【図１２】　情報検索装置によって実行されるインデックスファイル修正処理の手順を示
すフローチャートである。
【符号の説明】
１０・・・情報検索装置、１０ａ・・・検索用データベース、２０・・・・グループウェ
アサーバ、２０ａ・・・グループウェアデータベース、３０・・・クライアント端末、１
００・・・設定ファイル解析部、１０２・・・データ収集部、１０４・・・インデキシン
グ部、１０６・・・形態素解析用辞書、１０８・・・検索要求取得応答部、１１０・・・
検索部、２００・・・設定ファイル、２０６・・・インデックスファイル。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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